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　　　　　　　　　　庄内の縄文時代後期の遺跡

渋 谷  孝 雄 　

はじめに　

　 庄 内 地 方 で は 、 発 掘 調 査 が 行 わ れ た 縄 文 時 代 後 期 の 遺 跡 は 多 く は な い 。 庄 内 北 部 で は 1954 年 に

遊 佐 町 三 崎 山 で 発 見 さ れ た 青 銅 刀 は 縄 文 時 代 後 期 に 渡 来 し た と 考 え ら れ た ( 柏 倉 1960)。1957 年 に 、

旧 平 田 町 の 高 畑 委 遺 跡 で 縄 文 時 代 晩 期 の 多 量 の 土 器 と 共 に 、 後 期 の 土 器 も 出 土 し た ( 佐 藤 2004）。

庄 内 南 部 で は 1968 年 に 発 掘 さ れ た 鶴 岡 市 谷 定 遺 跡 が 従 前 か ら 後 期 の 遺 跡 と し て 知 ら れ て い た ( 佐

藤 1968)。 そ の 調 査 成 果 が 纏 め ら れ て い る と 聞 く が 、 ま だ 、 刊 行 さ れ て は い な い 。 1970 年 、 71 年

に は ほ 場 整 備 事 業 に 伴 い 遊 佐 町 神 矢 田 遺 跡 の 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 住 居 跡 1 等 が 検 出 さ れ 、 中 期 末 か

ら 弥 生 時 代 ま で の 土 器 が 出 土 し た ( 佐 藤 ・ 佐 藤 1971、 72）。 　

　1973 年 以 降 、 県 教 委 に よ る 緊 急 発 掘 調 査 が 本 格 化 す る が 、 庄 内 地 方 で は 平 野 部 の ほ 場 整 備 事 業

に よ る 調 査 が 多 く 、 平 安 時 代 の 遺 跡 の 調 査 が 中 心 と な り 、 縄 文 時 代 の 調 査 は 多 く は な か っ た 。 こ の

よ う な 中 で 、 1981 年 に は 旧 朝 日 村 で 農 村 基 盤 総 合 整 備 事 業 に 伴 い 、 朝 日 村 教 育 委 員 会 に よ っ て の

砂 川 遺 跡 の 調 査 が 行 わ れ 、 後 期 後 葉 か ら 晩 期 初 頭 の 竪 穴 住 居 跡 4 棟 、 土 坑 6 基 が 検 出 さ れ 、 中 期 後

葉 か ら 晩 期 後 葉 ま で の 土 器 が 出 土 し た （ 佐 藤 他 1984）。

　1992 年 に 遊 佐 町 金 俣 Ｉ ･ Ｋ 遺 跡 が 、 93 年 に は 旧 八 幡 町 の 蕨 台 遺 跡 で 鳥 海 南 麓 農 地 開 発 事 業 に 伴

う 発 掘 調 査 が 行 わ れ 、 前 者 で は 後 期 の 遺 物 が 、 後 者 で は 後 期 初 頭 の 集 落 が 検 出 さ れ て い る ( 長 橋 ・

水 戸 1993、 斎 藤 1994)。
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　1994 年 に は 旧 朝 日 村 の 中 期 後 半 が 主 体 と な る 集 落 跡 の 野 新 田 遺 跡 で 1 棟 の 住 居 跡 か ら 後 期 前 葉

の 土 器 が 出 土 し て い る （ 伊 藤 、 黒 坂 1996)。

　1995 年 か ら 始 ま る 遊 佐 町 小 山 崎 遺 跡 で は 18 次 に わ た る 発 掘 調 査 で 、 後 期 の 竪 穴 住 居 跡 、 水 辺 の

遺 構 と そ れ を 繋 ぐ 道 路 道 路 な ど が 検 出 さ れ 、 低 地 部 分 か ら は 土 器 や 石 器 に 加 え 、 多 量 の 動 植 物 遺 体

な ど が 出 土 し た ( 渋 谷 1997、 大 川 他 2015 他 )。 丸 池 遺 跡 も 小 山 崎 遺 跡 に 包 括 さ れ る 。

　 以 下 、 調 査 の 古 い も の か ら 、 そ の 概 要 を 記 す 。

１　三崎山 A 遺跡
　 遊 佐 町 大 字 女 鹿 字 三 崎 山 に あ り 、 標 高 70 ｍ の 凹 凸 の あ る 溶 岩 台 地 上 に 立 地 す る 。 一 帯 は 鳥 海 石

の 採 石 地 で 昭 和 29 年 に 青 銅 刀 子 が 発 見 さ れ た 。 全 長 26㎝ 、内 反 り で 刃 渡 り は 16.6㎝ 、最 大 幅 3.2cm、

柄 は 環 状 を な し て い た と 考 え ら れ る が 、 欠 損 し て い る 。 刃 と 柄 の 境 界 に 鋸 歯 文 が 描 か れ て い る 。 遺

跡 か ら は 縄 文 時 代 中 期 後 葉 か ら 晩 期 ま で の 土 器 が あ る が 、 青 銅 刀 子 が 出 土 し た 付 近 に は 後 期 中 葉 の

土 器 が 出 土 し て い る ( 柏 倉 1960)。

２ 　 高 畑 遺 跡

　 酒 田 市 大 字 田 沢 字 長 根 に 所 在 す る 。 中 野 俣 川 の 左 岸

、 第 ２ 段 丘 上 に 立 地 す る 。 明 治 11 年 に 松 森 胤 保 が 大

正 19 年 に は 阿 部 正 己 が 発 掘 調 査 を 行 い 、 昭 和 29 年 に

柏 倉 亮 吉 、 酒 井 忠 純 、 致 道 博 物 館 が 、 昭 和 32 年 に は

平 田 町 教 育 委 員 会 が 発 掘 調 査 を 行 っ た 。 昭 和 32 年 の

調 査 は 中 学 校 の 建 設 前 に 行 わ れ た も の で 、 こ の 工 事 に

よ り 遺 跡 は 壊 滅 し た 。 長 径 ６ ｍ の 竪 穴 住 居 が 検 出 さ れ 、

後 期 後 葉 の 新 地 式 か ら 晩 期 前 ・ 中 葉 の 大 洞 Ｂ 、 Ｂ Ｃ 、

Ｃ １ 、 Ｃ ２ 式 土 器 が 出 土 し た 。 特 に 晩 期 に 多 く の 完 形

土 器 が あ る ( 佐 藤 2004)。

三崎山 A 遺跡の青銅刀と土器

調査の様子

2



３　谷定遺跡
　 庄 内 平 野 の 東 南 部 の 鶴 岡 市 谷 定 に あ る 。 1968 年 に 致 道 博 物 館 が 発 掘 調 査 を 行 っ た 。 11 個 の 川 原

石 で 囲 ま れ た 炉 と 柱 穴 7 個 か ら な る 径 4.7 ｍ の 住 居 跡 が 検 出 さ れ て い る 。 土 器 は 後 期 中 葉 か ら 晩 期

初 頭 ま で 出 土 し た が 、 最 も 多 い の は 後 期 後 葉 の 瘤 付 き 土 器 で あ る 。

谷定遺跡出土後期縄文土器中葉～後葉の土器

後期中葉加曽利 B1 式

後期後葉の土器

高畑遺跡の後期後葉の土器
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４　神矢田遺跡

　 ほ 場 整 備 事 業 に 伴 っ て 昭 和 45・46 年 に 町 教 委 が 主 体 と な っ て 佐 藤 禎 宏 氏 佐 藤 鎮 雄 氏 の 担 当 で 発

掘 調 査 が 行 わ れ た 。 後 期 末 葉 と 晩 期 後 半 の 住 居 跡 が 各 １ 棟 検 出 さ れ て い る 。 前 者 の 住 居 は 直 径 ６ ～

７ ｍ の 中 に 17 本 の 柱 穴 が 並 び 屋 内 に 直 径 94㎝ の 円 形 の 石 囲 い 炉 が 検 出 さ れ た 。 後 者 は 直 径 4.2 ｍ

の 中 に ９ 本 の 柱 穴 が 並 び 、 中 央 部 に 地 床 炉 が 築 か れ て い た 。

　 目 立 っ た 遺 構 は 少 な か っ た が 、 出 土 し た 土 器 は 中 期 末 葉 か ら 弥 生 時 代 の １ 群 ～ 17 群 ま で の 土 器

型 式 が ほ ぼ 途 切 れ る こ と な く 連 続 し て お り 、 極 め て 長 期 間 営 ま れ た 遺 跡 で あ る と い う こ と が で き

る 。

                                                                                                                           年 代 順 に 以 下 の よ う な 後 期 の 土 器

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が 出 土 し て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 ３ 群 土 器 ： ： 堀 之 内 １ 式 ・ 南 境

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 、 第 ４ 群 ： 堀 之 内 ２ 式 ・ 十 腰 内 １

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 式 、 第 ５ 群 ： 加 曽 利 Ｂ １ 式 ・ 十 腰 内

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 式 、 第 ６ 群 ： 加 曽 利 Ｂ ２ 式 ・ 宝 ヶ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 峯 式 ・ 十 腰 内 ３ 式 、 第 ６ 群 ｂ ： 加 曽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 利 Ｂ ３ 式 、 第 ７ 群 ： 瘤 付 第 １ 段 階 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新 地 １ 式 、 第 ８ 群 ： 瘤 付 第 ２ 段 階 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新 地 ２ 式 、 第 ９ 群 ： 瘤 付 第 ３ 段 階 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新 地 ３ 式 、 第 10 群 ： 瘤 付 第 ４ 段 階

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 新 地 ４ 式 。

遺物散布状況

調査区配置図
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第３群土器
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第 4 群土器

第５群土器
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第６群土器

第６群ｂ土器
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第７群土器

第８群土器

第９群土器

第１０群土器
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５　砂川Ａ遺跡

　 鶴 岡 市 大 字 砂 川 字 山 崎 に 所 在 し 、 大 鳥 川 の や や 下 流 部 の 左 岸 に 位 置 し て い る 。 ち ょ う ど 戸 沢 川 と

小 芋 川 に は さ ま れ た 間 の 模 式 的 な 河 岸 段 丘 上 に 立 地 し て い る 。 調 査 対 象 地 区 は 大 部 分 が 水 田 と な っ

て い た が 、 畑 や 茅 地 、 そ れ に 2 本 の 水 路 も 存 在 す る 複 雑 な 地 形 と な っ て い た 。 こ れ ま で も 耕 地 整 理

や 畑 地 の 水 田 化 、 暗 渠 排 水 工 事 な ど で 、 何 回 か の 工 事 が 施 工 さ れ て き た 。 た だ 、 段 丘 上 位 ( 西 側 )

と 段 丘 下 位 ( 東 側 ) の 精 査 区 に 当 た る 地 点 は 、 半 分 以 上 が 畑 地 で あ り 、 層 序 も 乱 れ が 少 な か っ た 。

遺 跡 の 標 高 は 120 ｍ 前 後 で あ る 。

　1981 年 に 旧 朝 日 村 で 農 村 基 盤 総 合 整 備 事 業 に 伴 い 、 朝 日 村 教 育 委 員 会 検 出 さ れ た 遺 構 は 竪 穴 住

居 跡 7 棟 、 土 坑 13 基 、 埋 設 土 器 5 個 、 配 石 遺 構 5 基 で あ る 。 土 坑 13 基 は 、 埋 甕 を も ち 土 壙 墓 と

し て の 性 格 を 有 す る も の 5 基 、性 格 不 明 な も の 7 基 、風 倒 木 痕 と 考 え ら れ る も の 1 基 の 内 訳 に な る 。

ま た 単 独 に 埋 設 さ れ た 埋 甕 ( 埋 設 土 器 ) が 5 個 検 出 さ れ た 。

　 Ⅰ 期（ 縄 文 時 代 中 期 末 ）は 土 坑 １ 基 、Ⅱ 期（ 縄 文 時 代 後 期 後 葉 新 地 ２ ～ ３ 式 ）に は 竪 穴 住 居 跡 ２ 棟 、

土 壙 墓 ２ 基 、 埋 甕 ３ 基 が あ る 、 Ⅲ 期 （ 縄 文 時 代 後 期 末 葉 新 地 ４ 式 ） は 竪 穴 住 居 跡 ３ 棟 、 土 坑 １ 基 が

あ る 。 Ⅳ 期 （ 縄 文 時 代 晩 期 初 頭 大 洞 B1 式 ） は 竪 穴 住 居 跡 １ 棟 、 配 石 遺 構 が あ る 。 Ⅴ 期 （ 縄 文 時 代

晩 期 前 葉 大 洞 BC 式 ） に は 竪 穴 住 居 跡 １ 棟 、 土 坑 １ 基 、 Ⅵ 期 （ 縄 文 時 代 晩 期 中 葉 大 洞 C １ 式 ） 配 石

遺 構 ４ 基 、 土 坑 ２ 基 が あ る 。

　 出 土 し た 土 器 は 縄 文 時 代 中 期 末 の 大 木 10 式 土 器 と 後 期 後 葉 の 新 地 ３ 式 か ら 晩 期 中 葉 大 洞 C ２ 式

ま で の 土 器 が 出 土 し て い る 。

調査区配置図
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北区遺構配置図

東区遺構配置図
西区遺構配置図

砂川Ａ遺跡遺構配置図
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ST7 平面 ･ 断面図

ST14 平面図

砂川Ａ遺跡７号・14 号住居跡
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砂川Ａ遺跡 15 号・41 号住居跡
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砂川Ａ遺跡の住居と石組み遺構14



後期後葉新地 4 式

ST7 出土土器 後期後葉新地 2 式

後期後葉新地 3 式

後期後葉新地 4 式

ST14 出土土器
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ST15 出土後期後葉の土器

SK19 出土後期初頭の土器 SK20 出土後期後葉の土器
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後期後葉新地 1 式

後期後葉新地 2 式

後期後葉新地 3 式

後期後葉新地 3 式

後期後葉新地 3 式

包含層出土の後期後葉の土器（１）
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後期後葉新地 3 式

後期後葉新地 3 式

後期後葉新地 4 式

後期後葉新地 4 式

土偶・土製品出土地

包含層出土の後期後葉の土器（２）

18



石製耳飾り

石棒 ･ 石剣
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６　金俣Ｉ、Ｋ遺跡

　 遊 佐 町 金 俣 地 区 に あ る 。 鳥 海 南 麓 農 地 開 発 事 業 に 伴 っ て 1992 年 に 緊 急 発 掘 調 査 が 行 わ れ た 。 Ｉ

遺 跡 で は 住 居 跡 は 確 認 さ れ な か っ た が 炉 跡 が １ 基 と 土 坑 ２ 基 が 検 出 さ れ た 。 後 期 中 葉 加 曽 利 Ｂ １ 式

の 土 器 が 出 土 し た が 、 ほ と ん ど が 破 片 で 無 文 土 器 １ 個 体 が 復 元 で き た に す ぎ な い 。 打 製 石 器 は 石 箆

１ 点 と 剥 片 12 点 し か な く 、 礫 石 器 が 17 点 出 土 し て い る 。

　 山 麓 部 に 立 地 す る 植 物 質 食 料 の 出 作 り 的 な キ ャ ン プ 地 か も し れ な い 。 Ｋ 遺 跡 で は 遺 構 ・ 遺 物 と も

出 土 し な か っ た 。

金俣Ｉ・Ｋ遺跡の調査区
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金俣Ｉ遺跡ｂ地区の平面図
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金俣Ｉ遺跡の出土遺物

７　蕨台遺跡

　 酒 田 市 ( 旧 八 幡 町 ) 下 青 沢 字 蕨 台 に 所 在 す る 。 六 助 集 落 の 南 約 １km に 位 置 し 、 標 高 177 ｍ の 丘 陵

上 に 立 地 す る 。 当 地 は 山 林 に な る 前 の 大 正 年 間 に 学 校 の 運 動 場 と し て 利 用 さ れ て い た と い う 。

国 営 農 地 開 発 事 業 に 伴 い 小 規 模 な 試 掘 を 伴 う 1990 年 の 調 査 で 縄 文 土 器 が 出 土 し 、 遺 跡 と し て 登 録

さ れ た 。 翌 1991 年 に 範 囲 確 認 の 試 掘 調 査 を 行 っ た 。 37 ヶ 所 の 試 掘 坑 を 設 定 し た と こ ろ 、 う ち ２ ヶ

所 で 縄 文 時 代 の 遺 構 と 見 ら れ る 土 色 変 化 が 確 認 さ れ 、 13 ヶ 所 か ら 縄 文 時 代 の 遺 物 が 出 土 し た 土 器

片 は 縄 文 時 代 後 期 初 頭 の も の で あ る こ と が 判 明 し た 。 遺 跡 範 囲 は 東 西 50 ｍ 、 南 北 130 ｍ に 及 ぶ と

判 断 さ れ た 。

　 こ の 調 査 結 果 を 基 に 東 北 農 政 局 と 協 議 し 、 1993 年 に ( 財 ) 山 形 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー が 発 掘 調 査

を 実 施 す る こ と と な っ た 。 発 掘 調 査 で は い ず れ も 後 期 初 頭 の も の と 見 ら れ る ８ 棟 の 竪 穴 住 居 跡 と ７

基 の 土 坑 が 検 出 さ れ た 。 住 居 跡 は そ の 重 複 関 係 か ら ２ 時 期 が あ る こ と が 判 明 し た 。 出 土 し た 土 器 は

後 期 初 頭 に 位 置 づ け ら れ る 。 土 偶 も 出 土 し た 。
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８　野新田遺跡
　 鶴 岡 市 中 野 新 田 字 村 表 に 所 在 す る 。 遺 跡 は 赤 川 の 右 岸 、 河 岸 段 丘 の 中 位 に 立 地 す る 。 河 床 と の 比

高 お よ そ 6m を 測 り 、 標 高 は お よ そ 80m で あ る 。

　 遺 跡 は 1970 年 代 中 頃 に 、ほ 場 整 備 事 業 が 行 わ れ た 。 こ の 事 業 に よ っ て 複 式 炉 が 発 見 さ れ た た め 、

そ の 一 部 が 朝 日 村 教 育 委 員 会 に よ っ て 調 査 さ れ た 。 東 北 横 断 自 動 車 道 酒 田 線 の 建 設 に 先 だ っ て 、 計

画 路 線 内 の 試 掘 の 結 果 、 ほ 場 整 備 で 破 壊 を 免 れ た 地 区 の 存 在 が 明 ら か と な り 、 こ の 部 分 を 対 象 と し

て 1994 年 に 発 掘 調 査 が 行 わ れ た 。

　 調 査 で は 縄 文 時 代 中 期 の 竪 穴 住 居 跡 58 棟 、 土 坑 139 基 な ど が 検 出 さ れ 、 縄 文 時 代 中 期 中 葉 大 木

８ ｂ 式 を 中 心 と し 404 箱 の 土 器 ・ 石 器 が 出 土 し た 。

　 報 告 書（ 伊 藤・黒 坂 1995）で は 中 期 に 属 す る と さ れ て い た ST24 か ら 出 土 し た 土 器 を 検 討 し た 結 果 、

縄 文 時 代 後 期 の も の で あ る こ と が 判 明 し た 。

ＳＴ 24 出土後期前葉の土器
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９　小山崎遺跡

調査の経緯

　1995 年 の 県 営 圃 場 整 備 事 業 に 伴 う 試 掘 調 査 で そ の 重 要 性 が 明 か と な っ た 。 破 壊 を 免 れ な い 用 排

水 路 に つ い て の み 調 査 対 象 と し た 記 録 保 存 の 調 査 で あ っ た 1 次 調 査 が 始 ま っ て す ぐ に 、 完 形 土 器 を

含 む 大 量 の 縄 文 時 代 後 期 の 遺 物 が 発 見 さ れ 、 そ の 下 位 で も 県 内 で は ほ と ん ど 出 土 す る こ と の な い 動

植 物 遺 存 体 が 良 好 な 状 態 で 残 る こ と も 明 ら と な っ た 。 そ の た め 、 県 教 育 委 員 会 は 情 報 量 が 多 い 上 に

長 期 間 に わ た る 県 内 で 類 を み な い 遺 跡 で あ る と し て 、 文 化 庁 の 指 導 を 仰 い だ 。 そ の 結 果 、 記 録 保 存

調 査 か ら 一 転 、 現 状 の ま ま 保 存 す る 方 針 に 変 更 さ れ た 。

　 安 定 的 な 乾 田 化 の た め に 山 際 か ら の 湧 水 を 遮 断 す る ほ 場 整 備 事 業 の 計 画 と 、 そ の 湧 水 に 保 全 さ れ

た 動 植 物 遺 存 体 の 保 護 は 両 立 し な い た め 、 遺 跡 中 枢 部 の 土 地 は 事 業 区 域 か ら 外 さ れ 、 町 に よ っ て 買

い 上 げ ら れ た 。 こ れ 以 降 、 小 山 崎 遺 跡 は 国 指 定 を 目 指 し て 、 遺 跡 の 価 値 を 明 ら か に す る た め に 保 存

目 的 調 査 が 進 め ら れ る こ と と な っ た 。

発掘調査の経過

　 小 山 崎 遺 跡 の 発 掘 調 査 は 1995 年 度 、 1998 ～ 2011 年 度 ま で 18 次 に わ た っ て 行 わ れ た 。 こ れ ら の

調 査 は 調 査 主 体 や 調 査 事 業 別 で 大 き く Ⅳ 期 に 分 け ら れ る 。 1995 年 か ら 2002 年 ま で の Ⅰ 期 調 査 （ １

～ 7 次 ） は 山 形 県 教 育 委 員 会 の 主 体 や 委 託 で 実 施 さ れ 、 県 教 委 の 直 営 、 県 立 博 物 館 、 財 団 法 人 山 形

県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー に よ っ て 行 わ れ た 。 2003 ～ 4 年 ま で の ま で の Ⅱ 期 調 査 （ ８ ～ 11 次 ） は 遊 佐

町 教 育 委 員 会 が 緊 急 雇 用 対 策 事 業 で 実 施 し た 小 山 崎 遺 跡 の 周 辺 の 調 査 、 2005 ～ 9 年 ま で の ま で の

Ⅲ 期 調 査 （12 ～ 16 次 ） は 文 化 庁 の 国 庫 補 助 を 得 て 遊 佐 町 教 育 委 員 会 が 実 施 し た 小 山 崎 遺 跡 と 隣 接

地 の 調 査 、 2010・11 年 の Ⅳ 期 調 査 （17・18 次 ） は 同 じ く 遊 佐 町 教 育 委 員 会 が 国 庫 補 助 事 業 で 実 施

し た ボ ー リ ン グ 調 査 と 報 告 書 作 成 中 に 生 じ た 疑 問 を 解 決 す る た め の 補 足 調 査 と し て 行 わ れ た 。

小山崎遺跡調査区配置図
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調査成果の概要

　 小 山 崎 遺 跡 は 、 山 形 県 飽 海 郡 遊 佐 町 吹 浦 字 七 曲 堰 東 ・ 七 曲 ・ 柴 燈 林 に 所 在 す る 。 遺 跡 は 出 羽 富 士

鳥 海 山 の 山 体 周 囲 に 広 が っ た 溶 岩 台 地 の 西 南 西 の 裾 、 庄 内 平 野 北 端 と の 境 界 に 位 置 し 、 山 頂 か ら の

直 線 距 離 は 14k ｍ で 、 遺 跡 か ら 山 容 全 体 を 間 近 に 仰 ぎ 見 る こ と が で き る 。 遺 跡 は 溶 岩 流 か ら な る 磯

の 南 端 、 十 六 羅 漢 の 南 に 開 い た 吹 浦 川 河 口 の 上 流 約 1.5㎞ に あ る 。

　 小 山 崎 遺 跡 は 縄 文 時 代 早 期 ～ 晩 期 ま で の 長 期 間 営 ま れ た 遺 跡 で あ る 。 主 に 低 地 東 部 で は 前 期 、 斜

面 地 で は 中 期 末 ～ 後 期 末 、 低 地 西 部 で は 中 期 末 ～ 晩 期 の 遺 構 ・ 遺 物 が 検 出 さ れ た 。

　 低 地 東 部 で は 前 期 中 葉 の 貝 層 や 前 期 初 頭 の ド ン グ リ 集 積 が 検 出 さ れ た 。 貝 層 は シ ジ ミ 主 体 で 、 そ

の 下 か ら は ほ と ん ど 間 層 を 挟 ま ず 人 骨 が 分 散 し て 出 土 し 、 貝 層 上 面 で 骨 角 器 が 確 認 さ れ た 。 ま た 、

ド ン グ リ 集 積 の コ ナ ラ の ほ と ん ど は 、 発 芽 防 止 の た め 先 端 を 潰 す 処 置 が 施 さ れ て い た 。

　 平 均 斜 度 16 度 の 斜 面 地 で は 中 期 末 か ら 後 期 後 葉 に か け て の 竪 穴 住 居 跡 （ 竪 穴 建 物 状 遺 構 を 含 む ）

が 23 棟 検 出 さ れ た 。 後 期 集 落 は 中 期 末 葉 の 集 落 に 比 べ て 標 高 が 低 く 、 水 辺 に よ り 近 い 西 側 へ 展 開

す る 傾 向 が あ る 。 水 辺 環 境 の さ ら な る 積 極 的 な 利 用 が 始 ま る こ と と 関 係 す る の だ ろ う 。

　 低 地 西 部 で は 水 辺 遺 構 と 捨 て 場 と 考 え ら れ る 多 量 の 遺 物 を 含 む 層 が 確 認 さ れ て い る 。 水 辺 遺 構 は

敷 石 と 打 込 杭 列 、 木 敷 に よ る 、 低 地 に 施 さ れ た 大 規 模 な 整 備 の た め の 構 築 物 で あ り 、 居 住 域 と 水 辺

を つ な ぐ 道 も あ っ た 。 ま た 、 捨 て 場 か ら 土 器 や 石 器 の ほ か 骨 角 器 ・ 漆 製 品 や 大 量 の 動 植 物 遺 存 体 が

発 見 さ れ た 。

　 珪 藻 化 石 の 分 析 結 果 か ら 、 低 地 部 は 海 進 ・ 海 退 の 影 響 で 早 期 は 潟 湖 で あ っ た が 、 前 期 に 干 潟 に な

り 、 中 期 末 以 降 は 湿 地 に 変 化 し た こ と が わ か っ て い る 。 長 期 の 気 候 変 動 に 伴 う 低 地 部 の 環 境 変 化 に

合 わ せ 、 居 住 域 の 移 動 と 、 水 辺 環 境 の 整 備 が 行 わ れ た こ と が 窺 わ れ る 。

　

小山崎遺跡と周辺の遺跡

28



　 極 め て 長 期 間 に わ た る 遺 跡 で あ る が 、 こ こ で は 縄 文 時 代 後 期 を 中 心 と す る 時 期 に つ い て 、 そ の 調

査 成 果 を 振 り 返 る 。

斜面部の居住遺構

居住域調査の経緯

　 居 住 域 を 確 認 す る こ と が 当 初 か ら の 最 大 の 課 題 で あ っ た が 、 そ れ が ど こ に あ る か は 調 査 の 中 で 常

に 重 要 視 さ れ て い た 課 題 だ っ た 。 半 島 状 に 突 き 出 た 舌 状 台 地 上 や 低 地 を 中 心 と す る 調 査 で は 発 見 に

至 ら な か っ た が 、 13 次 調 査 の 試 掘 坑 で 居 住 痕 跡 と 判 断 さ れ る 遺 構 覆 土 を 確 認 し て 以 来 、 16 次 調 査

ま で に 、 平 均 斜 度 16 度 の 斜 面 地 に 中 期 末 ～ 後 期 後 葉 の 複 数 の 竪 穴 住 居 跡 が 確 認 さ れ た 。

斜 面 居 住 域 の ま と め

　 小 山 崎 遺 跡 の 斜 面 地 で は 中 期 末 ～ 後 期 後 葉 竪 穴 建 物 跡 （ 竪 穴 建 物 状 遺 構 含 む ） が 23 棟 確 認 さ れ

て い る 。 ま た 、 そ れ 以 前 の 分 布 調 査 （14 次 ） で 、 柴 燈 林 遺 跡 内 の 丸 池 北 方 斜 面 地 で 中 期 中 葉 （ 大

木 8a 式 期 ） の 遺 構 が 確 認 さ れ て い る 。

　 し た が っ て 、 中 期 中 葉 か ら 中 期 後 葉 （ 大 木 10 式 期 ） に か け て 、 柴 燈 林 遺 跡 か ら 小 山 崎 遺 跡 の 斜

面 地 へ と 、 居 住 域 が 西 側 に 移 動 し た こ と に な る 。 そ の 後 、 こ の 地 点 で は 後 期 後 葉 ま で 居 住 が 継 続 す

る た め 、 低 地 の 水 辺 遺 構 と 対 応 し た 居 住 域 と 認 定 で き る 。 ま た 、 中 期 末 と 後 期 の 遺 構 群 の 位 置 を 比

較 す る と 、 後 期 の 遺 構 群 が や や 標 高 を 落 と し 西 方 に 進 出 す る 傾 向 が あ る 。

斜面部で検出した縄文時代後期前葉から末葉の住居跡
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水辺の遺構平面図
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低地西部の遺構（水辺遺構）

遺構の構造　 　

　 水 辺 遺 構 は 敷 石 と 打 込 杭 列 、 木 敷 に よ る 縄 文 時 代 後 期 か ら 晩 期 の 大 規 模 な 構 築 物 で あ る 。 今 ま で

知 ら れ た 沢 水 や 湧 水 を 部 分 的 に 活 用 し た い わ ゆ る「 水 場 遺 構 」各 種 類 型 に 単 純 に は 当 て は ま ら な い 。

長 期 に わ た る 居 住 が 環 境 変 化 に 応 じ さ ま ざ ま な 積 極 的 水 域 利 用 を は か っ た 、 そ の 総 体 を 示 す 呼 称 と

し て 水 辺 遺 構 と 呼 ん だ 。

　 遺 構 は １ 次 調 査 中 に 低 地 西 部 で 検 出 さ れ て 以 降 、 ３ ・ ４ ・18 次 調 査 と 、 遺 構 の 範 囲 と 性 格 の 解

明 に 向 け て 計 ４ 度 に わ た っ て 調 査 さ れ た 。 遺 構 は 主 に 道 路 状 遺 構 と 敷 石 作 業 場 、 木 敷 遺 構 、 木 杭 列

の ４ つ か ら な る 。

①道路状遺構

　 道 路 状 遺 構 は 、「 地 業 の 可 能 性 が あ る 木 材 」 と 「 敷 石 」、「 舗 装 状 粘 土 」 で 構 成 さ れ 、 水 辺 と 居 住

域 を 結 ぶ 「 道 」 の 機 能 を 持 つ と 想 定 さ れ る 。 水 辺 遺 構 中 枢 部 か ら 北 東 方 向 の 居 住 域 へ 現 状 約 23 ｍ

の 長 さ で 検 出 さ れ 、 幅 は 南 端 部 で 約 ２ ｍ 、 中 央 部 で は 約 60 ｍ ～ １ ｍ を 測 る 。

　 道 路 状 遺 構 は 、 ま ず 湿 地 に 木 材 を 配 置 し 、 沈 み 込 み を 防 ぎ 、 そ の 上 に 川 原 石 を 並 べ 、 石 の 上 を 粘

土 で 覆 っ て 舗 装 し て い る 。

②敷石作業場

　 敷 石 作 業 場 は 敷 石 が 南 北 ６ ｍ 、 東 西 ４ ｍ 程 の 広 が り を 持 つ 「 敷 石 作 業 場 」 で あ る 。 作 業 場 の 敷 石

は 偏 平 な 安 山 岩 が 面 を 揃 え て 配 置 さ れ て お り 、 水 磨 さ れ た 滑 ら か な 表 面 を 持 つ 石 が 多 い 。 遺 構 に 用

い た 石 材 と 同 様 の 安 山 岩 は 、 遺 跡 の 傍 ら を 流 れ る 牛 渡 川 の 上 流 400 ｍ ほ ど の 現 河 床 に 豊 富 に 存 在 す

る 。 周 辺 で 容 易 に 入 手 で き る 石 材 を 用 い て 、 構 築 し て い た こ と が 推 測 さ れ る 。

③木敷遺構

　 南 西 部 で 発 見 さ れ た ４ 本 並 ん だ 丸 太 材 で あ り 、 流 水 部 に お け る 足 場 材 と 考 え ら れ る 。 杭 列 １ と ２

の 間 に あ り 、 長 さ 290㎝ 、 幅 約 60 〜 70㎝ の 規 模 （ 残 存 値 ） で 南 東 方 向 に 伸 び る が 、 先 端 は 欠 損 、

流 出 し て お り 、 本 来 の 長 さ は 不 明 で あ る 。 平 均 直 径 8.3㎝ の 比 較 的 太 さ が 揃 い 、 直 線 的 な で 曲 っ て

い な い 丸 太 材 が 選 択 さ れ て い る 。 材 の 間 に は そ れ ら を 固 定 す る よ う に 、 細 杭 が 打 込 ま れ る 。 	

水辺遺構の機能と年代

　 遺 構 は 後 期 初 頭 〜 前 葉 主 体 の VI・VII 層 段 階 に 台 地 寄 り で 敷 石 や 地 業 木 材 に よ り 造 ら れ 始 め 、 後

期 中 葉 の V 層 堆 積 時 に 、 敷 石 作 業 場 や 道 路 状 遺 構 に 加 え 、 打 ち 込 み 杭 等 の 整 備 が 完 了 す る 。 こ の

時 期 が 最 も 盛 ん に 利 用 さ れ た 時 期 で あ る 。 微 高 地 に 形 成 さ れ た 敷 石 作 業 場 の 西 方 に は 、 付 帯 す る 道

路 状 遺 構 が ２ 列 存 在 す る が 、 構 築 時 期 に は 差 が あ る 。 敷 石 列 １ は 後 期 中 葉 に は 完 成 し 、 後 期 末 葉 ・

晩 期 前 葉 段 階 の IV 層 （ 粘 土 ） の 乾 燥 化 し た 堆 積 環 境 に 至 り 、 衰 退 、 埋 没 を 迎 え る 時 間 的 流 れ が 読

み 取 れ る 。 一 方 、 敷 石 列 ３ は 一 部 敷 石 上 に 貼 り 粘 土 状 の 盛 土 が あ り 、 晩 期 中 葉 に 至 る ま で 遺 構 は 保

た れ る が 、 同 時 期 に 湿 潤 な 環 境 が 消 え る と 衰 退 、 終 焉 を 迎 え た 。

出土品の概要

縄文土器

　 縄 文 土 器 は 早 期 槻 木 １ 式 土 器 を 最 古 と し て 、 後 半 の 田 戸 上 層 式 、 茅 山 下 層 式 、 素 山 上 層 式 等 早 期

か ら 晩 期 前 葉 ま で 前 期 後 半 の 大 木 4 式 土 器 を 除 い て す べ て の 土 器 型 式 が あ る 。 後 期 の 土 器 は 、 低 地

部 と 斜 面 居 住 域 の 遺 跡 の ほ ぼ 全 て の 場 所 で 出 土 し た 。 　 こ の 内 、 低 地 か ら 出 土 し た 後 期 の 土 器 を 年

代 順 に 並 べ て 図 示 し た 。
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低地部の後期初頭の土器
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低地部の後期前葉前半の土器
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低地部の後期前葉後半の土器
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低地部の後期中葉の土器
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低地部の後期後葉の土器
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石　　器

　 低 地 部 分 か ら 出 土 し た 後 期 の 石 器 に は 打 製 石 器 と し て 石 鏃 、石 錐 、石 匙 、篦 状 石 器 、掻 器 、削 器 、

楔 形 石 器 、 切 断 調 整 石 器 加 工 痕 あ る 剥 片 が あ り 、 磨 製 石 器 に は 石 斧 が 、 礫 石 器 と し て 磨 石 、 凹 石 、

砥 石 、 石 錘 、 石 皿 、 敲 が あ る 。 水 辺 の 水 辺 の Ⅴ 層 、 捨 場 の 石 器 組 成 を 見 る と 両 者 と も 植 物 質 食 料 の

加 工 に 用 い ら れ て い た と 考 え ら れ る 磨 石 が 35％ 以 上 で 最 も 多 く 、 水 辺 Ⅴ 層 で は 礫 石 器 が 過 半 数 を

占 め て い る 。 捨 て 場 で は 打 製 石 器 が 過 半 数 と な っ て い る 。

37



食料残滓

　 動 物 で は 哺 乳 類 の 陸 上 動 物 骨 の シ カ 、 イ ノ シ シ に 偏 っ て い る と い わ れ て い る が 、 他 に イ ヌ 、 タ ヌ

キ 、 ツ キ ノ ワ グ マ 、 キ ツ ネ 、 ノ ウ サ ギ 、 イ タ チ 、 テ ン 、 ム サ サ ビ 、 ニ ホ ン カ ワ ウ ソ 、、 モ グ ラ 類 等

が あ り 、 海 獣 の ニ ホ ン ア シ カ 、 ク ジ ラ 等 、 鳥 類 は ア ビ 科 、 ア ホ ウ ド リ 、 ウ 科 、 カ モ 科 、 キ ジ 科 等 、

爬 虫 類 で は ヘ ビ 、 ウ ミ ガ メ 科 等 、 硬 骨 魚 類 マ ダ イ 、 ク ロ ダ イ 、 ス ズ キ 、 サ バ 、 ヒ ラ メ 、 ニ シ ン 、 コ

イ 、 サ ケ 科 、 フ グ 科 等 が 確 認 さ れ て い る 。

　 小 山 崎 遺 跡 で は 動 物 遺 体 が 伴 う 東 北 地 方 の 諸 遺 跡 と 比 較 す る と ニ ホ ン ジ カ と イ ノ シ シ の 割 合 が 突

出 し て い る 。

　

　

　 植 物 で は 。 後 期 前 葉 の も の う ち 利 用 痕 跡 の あ る 種 実 で は オ ニ グ ル ミ 、 ク リ 、 コ ナ ラ 属 、 ブ ナ 科 、

ト チ ノ キ が 出 土 し 、 炭 化 し た 種 実 破 片 も 出 土 し た 。 1 個 で あ る が 炭 化 し た ニ ワ ト コ 属 も 出 土 し て い

る 。 ま た 、栽 培 の 可 能 性 が あ る ヒ エ 属 と ア サ 、ゴ ボ ウ 近 似 種 が 出 土 し 、ヒ エ 属 は 比 較 的 個 数 が 多 か っ

た 。 利 用 の 可 能 性 が あ る 種 類 で は 未 炭 化 の ニ ワ ト コ 属 や エ ゴ ノ キ と ハ ク ウ ン ボ ク も 出 土 し 、 ほ か に

ク ワ 属 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 ヤ マ ブ ド ウ 、 ヤ マ ボ ウ シ 、 マ タ タ ビ 、 サ ル ナ シ も 出 土 し た が 、 い ず れ

も 少 量 で あ っ た 。 ７

　 後 期 中 葉 で は 栽 培 の 可 能 性 が あ る ヒ エ 属 と ア サ が 出 土 し 、 利 用 痕 が あ る オ ニ グ ル

ミ 、 ク リ 、 ブ ナ 科 、 ト チ ノ キ が 比 較 的 多 く 出 土 し た 。 利 用 の 可 能 性 が あ る 種 類 で
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は ニ ワ ト コ 属 、 ク ワ 属 が や や 多 く 、 エ ゴ ノ キ の 破 片 も 多 か っ た 。 サ ン シ ョ ウ 、 カ

ラ ス ザ ン シ ョ ウ 、 ヤ マ ボ ウ シ も 破 片 で 出 土 し 、 マ タ タ ビ 、 サ ル ナ シ も 出 土 し た 。
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　骨角器に は 刺 突 具 や 釣 針 、 ヤ ス 状 の 刺 突 具 、 湾 曲 刺 突 具 な ど が 出 土 し て い る 。

　木製品に は 建 築 部 材 が あ り 、 生 活 用 具 や 、 容 器 、 漆 器 が あ る 。 装 飾 品 も 一 般 の 遺 跡 で 出 土 す る 石

製 品 や 土 製 品 に 加 え 、 植 物 や 動 物 骨 で つ く ら れ た も の が あ っ た 。 こ れ に は 、 垂 飾 状 歯 牙 、 管 状 垂 飾

品 な ど が あ る 。

小山崎低地の木製品・漆器（１）
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小山崎遺跡の骨角器と装飾品

小山崎低地の木製品・漆器（２）
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